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分毎に、ぞれ主~，、持は l 分毎に25 Wずつ負荷を増大させた.
ペダルの回転数は60rpmとし、 551・pmが保てなくなった
時点を aliOltとし， 計Jout 1こ盗るまで運動を継続した.
回定負荷遼動テストの負荷設定には、段高談索摂取設を元









とから、 rCBFにおいても、 LT (ぎし語全性作業桜子'fi主〉 とi誇
様、!務銭となる運動強度が存在:することが懇定された苧こ
の関鐙を C13FT (Cerebral Biood Flow Threshold)とした。
CBFTは、今日付金守遂!争力強度約46%で出現した。 しT出現時
(約66%) と比較すると. FA， RMA問領域でCBFTが











負荷実験(こよ号待られた CBFT、 L1'を器i~i に設定したυ
初片的運動強攻30<;6は C8FT出現強度来携を、 60%は
CBFT以上 LT均等4強度来演を809'oはLTil続強度以上を
葱~I床するつ CBFT 以•t. LT ll¥現強疫未満という運動強度は
j揺を活性化するよで譲渡強度かもしれごとい巴また高強度遂
勤時、 RMAにおいて rCBFが減少したが、漸増魚待運動
時iこも的被であった中高強度運動特には、中強度以下の運
動i母と迷勤め制御機構が異なること詩句f設定されるが、その
機携iま!.Yjらかでなく、今後の繰鎚となる自
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